
 ※【重要】必ずお読みください※  

 2022年 7月 27日 

北米及びメキシコに引越荷物を送られるお客様へ 

日本通運株式会社 

海外引越統括部 

 

 

「情報公開法」に基づくお客様情報（データ）の公開について 

 

 

 米国においては、税関を含む全ての公的機関は、「情報公開法」という法律により、各公的機関が所持す

る情報を、民間からの要請に基づいて開示することが義務付けられております。そして、この制度を利用し、

米国にて輸出入された貨物及び荷受人情報を、税関から合法的に入手し、公開（ウェブ、各種データ媒

体などにて）する業者が存在いたします。 

このため、弊社が税関へ送信・申告したお客様の情報（お客様の氏名、日米両地のご住所、お荷物情

報など）が、これらの業者ウェブサイトなどに公開される可能性がございますが、米国においては合法となりま

すことをご理解いただきますようお願い申し上げます。（カナダ及びメキシコ向けの貨物は一部米国を経由し

て発送しておりますため、本法令の対象となります。） 

なお、弊社から当該業者へお客様の情報を開示することは一切ございません。 

 

＜米国税関・国境警備局（※以下 CBP）に対し、情報公開停止をご希望の場合＞  

以下 URL へご自身でアクセスの上、CBP へ情報公開停止の申請をしてください。 

CBP は、輸出入の当事者の身元が決して公表されないことを保証することはできませんが、提供された情報

に基づいて機密性を確保するよう努めます。 

なお、この申請はCBPの持つ貨物及び荷受人情報の公開停止を要請するものであるため、すでに業者に

より公開された情報につきましては削除されないことがあります。 

 

（参考） 

米国に貨物を輸送する際には発送国において、船や航空機に貨物を積載する前に、CBPに対して貨物

情報および荷送人・荷受人情報を送信し、税関の確認を得ることが全ての輸送会社に義務付けられており

ます。また、貨物が米国に到着後の通関の際、貨物情報及び荷送人・荷受人情報を税関に申告する必

要があります。 

この手続きはお客様の引越荷物の輸送においても要求されるもので、弊社はお客様から取得した船便・

航空便情報の内、税関が必要とする情報を税関へ送信・申告いたします。 

 

   ＜解説＞ 

https://www.cbp.gov/trade/automated/electronic-vessel-manifest-confidentiality 

＜申請方法：以下URLより入力＞ 

https://aceservices.cbp.dhs.gov/aes/vessel-confidentiality-web/#/page1 

https://www.cbp.gov/trade/automated/electronic-vessel-manifest-confidentiality
https://aceservices.cbp.dhs.gov/aes/vessel-confidentiality-web/#/page1


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発送名義人の氏名 

 “Self”を選択 

※入力不要 

メールアドレス 

発送名義人の電話番号 

米国側住所 

※海外引越一貫輸送契約書に記載いただく現地

勤務先住所（あるいは配達先住所） 

“Import”を選択 

チェック不要 

発送名義人の氏名 

※入力不要 

※入力不要 



 

 

 

 

 

入力不要 

○“an Importer/Consignee~”のみを選択 

□両方を選択 

入力内容をご確認ください 

入力内容をご確認ください 



申請後、CBPより下記の自動返信メールを受信します。これで手続きは完了です。 

 

 

 

なお、お客様から弊社（NXグループ）に対して、本件に関するサポートや依頼があったとしても 

弊社は、CBPに対しては、何の行使力も有しておりませんので、弊社がCBPに対してアクションを 

行うことは出来かねますこと、あらかじめご了承ください。 

 

かかる事情を何卒ご理解いただきますようお願い申し上げます。 

 

以上 


